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今年の干支は巳年という事から、蛇にまつわる現場報告をさせていただきます。

近頃では、ヘビやトカゲなどの爬虫類をペットとして飼育することも流行しているようで、飼って

いるうちに愛情も生まれてなかなかかわいいとの話も聞きます。しかし昔から「蛇のように執念深

い人」等と言われるように蛇は執念深いと思われている生き物です。

これからお話することは、正にこの執念深いヘビにまつわるこわ～い話です。

夏も終わりの夕方、お客さまから、電気が全部止まったので大至急来て調べてほしいとの連絡

がありました。さっそく現場に急行し、電気設備の状態を確認しました。引込柱上の高圧気中開閉

器が切れており、地絡継電器には動作表示が有り、波及事故にならず、ホッと一安心。

まず電気室内を調べようと入ったところ、驚くことに何と、例の長いやつがトランスのラジエータ

ー（放熱板）の上でとぐろを巻いているではありませんか。生来長いやつは苦手な自分ですが、協

会マンとしての使命感をふるい立たせ、すぐにも捕まえようとしますが、こちらも恐さ半分でついつ

い弱腰気味となります。へビにしても捕まったら一貫の終わりですから必死に逃げ回ります。

やっとのことでピットの中のケーブルのすき間に逃げ込んだやつを引きずり出し、電気室を再確

認して、受電前の絶縁抵抗測定をしようとした時です、まだいたのです！それも、先程捕まえたや

つよりデカくて長いのが受電盤の裏のすき間に息を潜めていたのです。どうやら今回の停電事故

の原因はこちらの大きい方の仕業のようでした。（捕獲後、体にスパーク跡を発見）その後無事に

受電し、ようやく一件落着となりました。 

後で話を聞いてみると、電気室の裏手は雑木林となっており、この付近でたびたび蛇が目撃さ

れていたのです。詳しく調べてみると、到底考えられないような、ほんのわずかなすき間から侵入

したらしく、さっそく全部ふさいでいただきました。

それから一週間も経たない夕方でした。また、あのお客さまより停電との連絡が来たのです。私

は、「またか？！」とピンと来ました。現場へ駆けつけてみるとやはり蛇の仕業でした。またしても大

捕獲作戦となり、捕まえてみれば総数４匹の大漁でした…？。

トランスの下やピットの中、断路器の上など、いたるところに潜んでいて、今回の侵入経路は、

電気室扉の通気口のすき間のようでした。

前回の事故の際に、この通気口も侵入の危険があるので、網を取り付けるなどの対策をお願い

し、お客さまの方でも準備をしている矢先の事で、蛇による奇襲攻撃でした。

この通気口もすぐに対策していただき、その後、蛇の侵入はピタリと無くなりました。

日頃から蛇は恐いと思っている人は沢山いますが、電気設備にとっても蛇は恐～い存在なので

す。（停電事故等に直結）

皆さまの電気設備は、如何でしょうか。ほんのわずかなすき間や穴は有りませんか？ 蛇は狙っ

ています。居心地のいい電気設備の中を……。


